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１．研究計画の概要 
海洋大気中に存在する窒素酸化物は最終的
にはガス状硝酸もしくは粒子状硝酸塩とな
り海洋に吸収され海洋の生物生産活動にお
ける N の供給源として生物活性も支配する
と考えられている。本研究では、主に窒素酸
化物種を周辺からの人為活動の影響の少な
い海洋境界層で直接観測する。具体的には主
に、総 NOy やガス状硝酸･粒子状硝酸塩など
NOx 由来の物質やアンモニア・アンモニウム
塩等を中心とする人為活動由来物質の長期
連続観測を継続することにより、経済発展が
著しい東アジア地域からもたらされる含窒
素化合物の海洋大気への影響を定量的に理
解する。また、NOx やアンモニアからの最終
生成物であるガス状硝酸および粒子状硝酸
塩・アンモニウム塩の濃度を明らかにするこ
とにより、大気から海洋への N の流入量を定
量的に評価する。 
 
２．研究の進捗状況 
現在までは主に、沖縄本島辺戸岬において、
総 NOyや硝酸･硝酸塩といった NOx由来の物
質やアンモニア・アンモニウム塩等を中心と
する人為活動由来の長期連続観測を行ない、
そのデータについて解析を行なってきた。そ
の結果、季節変化、気塊起源依存性、硝酸塩
の輸送による変質について知見を得ること
ができた。アンモニアについては、本研究で
の観測が初めての試みであったが、A01-3 班
とのアンモニア濃度測定の相互比較により、
装置の信頼性が確認され、確度精度の良いデ
ータを得ることに成功した。 
 更には、平成 20 年春に沖縄辺戸岬で当該
領域の関係者他と共同で W-PASS の集中観

測を行なった。これらの観測結果と A04-1 班 
( 現 : A01-3 班 ) の鵜野グループによる 
CMAQ 化学物質輸送モデルの計算結果と比
較を行なった。NOy 濃度については観測とモ
デルとでおおむね良く一致したが、ガス状硝
酸・粒子状硝酸塩はモデルがそれぞれ過大・
過小評価する結果となった。これは、CMAQ 
モデルでは海塩粒子や黄砂とガス状硝酸と
の反応が組み込まれていないことにより、モ
デルにおける硝酸のガス－粒子分配比がガ
スのほうに偏っているためと考えられる。一
方、アンモニウム塩, 硫酸塩 はモデルと観測
が良く一致したという結果になった。観測結
果 か ら 、 ア ン モ ニ ウ ム 塩 は ほ と ん ど 
(NH4)2SO4 の形態で存在していると考えられ、
中国大陸からのアンモニウム塩, アンモニア、
SOy (= SO2 + SO4

2-) の排出および輸送過程に
ついては、CMAQ で非常に良く再現されて
いると考えられる。 

また、海洋への窒素供給に関する知見の精
度を向上させることを目的に、長崎県福江島
においても、NOy, 硝酸の連続観測を平成 20 
年 11 月より始動した。このデータ解析は現
在進行中である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
沖縄辺戸における連続観測の項目・システム
の立上げは順次ここまで順調に進捗し、必要
と思われる項目はほぼ立ち上がった。今後は
これらのデータの蓄積とそれを用いた解析
に重点を移すことが可能となる。更には、福
江島や能登半島における観測データも加わ
り、より広範囲の窒素流入量の評価に踏み込
むこが可能になると期待できる。 



４．今後の研究の推進方策 
本研究では、平成 20 年度までで得られた成
果をもとに、沖縄本島辺戸岬において、総
NOy, ガス硝酸, 粒子状硝酸塩 NH3, NH4

+ の
連続観測を継続する。観測を継続することに
より、アジア大陸からの輸送過程により窒素
化合物の変調に関する議論の精度が向上す
ることが期待される。更に、これとは別に、
長崎県福江島、石川県能登半島においても総
NOyや硝酸･硝酸塩の観測を行なう。これらお
よび同時観測データ、A01-3 班の鵜野グルー
プによる CMAQ 化学物質輸送モデルの計算
結果等を用いて、東シナ海や日本海における
窒素の流入量の推定を試みる。更には、平成 
20 年度に導入した粒子質量分析器とその他
の測器を用いて沖縄辺戸岬での粒子状物質
測定の強化を図り、粒子の密度および混合状
態の解明を試みる。また、A02-1 班の角皆グ
ループと共同で、硝酸塩中の酸素同位体の分
析から大気光化学反応由来の硝酸・硝酸塩の
寄与を明らかにすることも試みる。 
 なお、当初計画ではラジカル種の観測も視
野に入れていた。しかしながら、大気から海
洋への窒素フラックスの見積もりは SOLAS
の重要テーマとして挙げられており、本特定
領域においてもその重要性について議論が
高まってきている。そのような状況もあり、
本研究では窒素化合物の観測に焦点を絞る
ことにした。また、観測形態についても、当
初は船舶観測も視野に入れていたが、地上連
続観測のほうが窒素フラックスの見積もり
の精度が向上すると考え、地上連続観測に焦
点を絞る。その代わりに、先に述べたように
観測地点をこれまでの 1 点から 3 点に増やす。 
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